
蛍光染色法及び蛍光in situハイブリダイゼーション法による植物病原糸状

菌の染色体解析

1.DAPI染色による卜マ卜アルターナリア茎枯病菌(Altern aria alternata tomato pathotype)染色体の蛍光像. スケールパーは2μm

2蛍光in situハイプリダイゼー ション法による核小体(仁)形成体の検出. 赤色部分はpropidiumiodide、 黄色部分はFITCによる蛍光で

ある. a、 bは灰色かぴ病菌(Bot rytis cinerea)、 cはトマトアルターナリア茎枯病菌. スケールパーは4μm

in situハイブリダイゼーション法によるタバコプ口卜プラスト内における

タバコモザイクウイルスRNAの検出 細川大ヨ眠原図(本文18ページ参照)
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①空中浮遊萄を選択培地で卜ラ

ップした 灰色かぴ病菌の生

育コロニー(赤色小斑点)

②ベンズイミダゾール系剤に対

する感受性菌(スライドカ

ルチャ一法.22'C. 24hrs，ai， 

20 0μg/rrú!)の反応

③同上に対する高度耐性菌(ほ

とんど正常な生育)の反応

④含イプロ ジ オ ン( 10μg/rrú!)

PSA上での感受性菌と耐性

菌の生育状況

⑤灰色かぴ病菌が示すポリモー

ダル生育(イプロジオン濃

度別反応)

⑥含ジエ卜フェンカルプ( 5μg 

/me)PSA上でのRSR菌の生

育とRSS(左斜上l個).22

'C.240hrs後



連載口絵花の病害虫(11)シクラメン

@軟腐病(株全体の萎ちょう)

@葉腐細菌病(葉柄基部が黒褐変している)

。灰色かび病(葉柄にかびが密生している)

@萎ちょう病(一部の葉身の黄化)

。萎ちょう病(塊茎の導管褐変)

@炭そ病(棄の病斑)

。シクラメンホコリダニに加害された管(花梗部に白〈見

えるのはシクラメンホコリダ ニ)

。ミカンキイロアザミウマ

⑪ハスモンヨトウ若齢幼虫の被害(表皮を残して食害する)

⑪ハスモンヨ卜ウ老齢幼虫の被害(若い葉や花芽を食害する)

関連記事40ページに、 写真提供 。、 (i)-⑪ー根本久氏、 f}-f)。 酒井和彦氏


